
  

 

訪問歯科診療の対象になる患者さんは、何らかの原因のために外来受診ができない方々

です。その多くは全身の病気が重篤で、歯科診療を行うにあたっては十分な全身評価とリス

ク管理が必須です。個々の病気に対する対処法は、すでに多くの書物や講演にて述べられて

います。 

医科において訪問診療は慢性期医療であり、日々患者さんが安寧に生活できることを目

標にしているため、診断・治療を目的とする歯科をはじめとした急性期医療とはスタンスを

異にするものと感じています。そのため歯科では、対診によっても十分な医学的情報が得ら

れないまま比較的侵襲性の高い治療を行うことになりがちで、危険な場面も少なくありま

せん。 

本講演では、全身疾患に関し従来型の「診断から治療・対策」ではなく、患者の「全身所

見・投薬などから全身疾患の推測とリスク管理」の流れを考え、安全な訪問歯科診療を目指

したいと思います。 
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